
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

木工体験 

● 学区内にある「ものつくり大学」と連携を図り、木材の加工につ

いて大学生から直接指導を受ける。 

● 「切る」「打つ」「削る」という活動を通して、普段手にするこ

との少ない工具の使い方を教わり、木を加工することの楽しさを

味わう。 

 
 

● 大学生から直接教えてもらえたことにより、地元大学への関心

が高まるとともに、大学生とのふれあいも深めることができた。 

● 加工前と後の木材の変化への驚きと発見を体験するとともに、

工具を使って木を加工することの楽しさ・素晴らしさを感じる

ことができた。 

 

● 初めてカンナかけをしました。大学生のお姉さんが手をそえて削

り方を教えてくれたので、だんだんコツがわかって上手に削れま

した。 

● 力いっぱいのこぎりを動かしても上手く切れないことがわかり

ました。木を切り落としたとき、気持ちよかったです。 

 
 

第４学年 


